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＜連絡事項＞

· 川端Drが出張の為、6/26（火）まで不在となります。川端Dr担当の患者様で指示受けが必要な場合は田名部Drまたは出勤しているDrより指示受けして下さいとの事。

· 6/22（金）、6/28（木）の日程で看護課グループ内研修が行なわれます。各自、勤務を確認し、参加して下さい。場所は病院2階会議室、内容は「入院時の看護～入院時の患者様との関わりとスタッフ間の情報共有について」。

· 各自の分担業務はきちんと行うようにして下さい。経過について何時でも報告出来るようプロセスを明確にしておく事も必要です。

· ベッドコントロールについて。本日、入院が1名あり、現在の東病棟患者様総数は51名。週末に入院があり、52床になった場合は合併症室の斉藤　数子様を南病棟C（D）ユニットへ移動します。Bユニットの森越　義夫様は52床の時点で新規の入院があり、総数が53名となった時点で、南病棟Aユニットへの移動となります。　
＜患者様連絡事項＞

· 駒木　学様～昨日で電気痙攣療法1クール目（10回施行）が終了しています。

· 田村　喜七様～安ヶ平Dr診察。体重減少が見られる事から、次回定期薬より、リスパ
　　　　　　　ダール（1）がドグマチール（50）へ薬剤変更となります。食事は摂れ
　　　　　　　ていますが、補食の内容が変化した事が体重減少の理由としても考え
　　　　　　　られます。以前は売店で菓子を購入されていた為、買い物につくスタ
　　　　　　　ッフは、本人の嗜好を見ながら菓子等の購入を勧めて下さい。引き続
　　　　　　　き、体重の変化に注意して下さい。

＜隔離室入室患者様検討＞

· 野沢　英貴様～時間隔離中。6/19（火）より退室時間が9:00～17:00へと拡大。

退室時はCユニットでスタッフ見守りにて過ごしています。落ち着きの無さはあり、引き続いての介入は要していますが、暴力等の他者への危険行為は見られない為、夜間の睡眠状態等を評価し、退室時間、隔離解除について検討していきます。本日は、床への放尿、テレビチャンネルへの固執行動、立ち歩きの多さが見られています。精神症状の観察と退室時の様子、介入した際の反応等は詳細に記録に残し、行動に伴う他者とのトラブルにも注意し、安全の確保に努めて下さい。スタッフが見守っている状態でもCユニットで過ごせている事は評価していきましょう。

＜要注目患者様検討＞

· 佐藤　駿様～昨日より易刺激性があり、他患者様やスタッフに怒声を上げる事や椅子　
　　　　　　やドアを蹴る等の粗暴的な行為があり、介入したスタッフへの粗暴行為
　　　　　　も見られています。今朝もドアを蹴る事や他患者様に詰め寄る事があり、
　　　　　　男性スタッフ数名で介入。田名部Dr診察しています。介入時や診察時は
　　　　　　静穏に疎通は取れていますが、漠然としたイライラ感を訴えられていま
　　　　　　す。田名部Dr指示にてレボトミン（25）1A筋肉注射施行。ジプレキサ
　　　　　　内服による一時的な賊活が生じた可能性もあるとの事で、薬剤調整して
　　　　　　います。注射後はぼんやりした様子で自室にて休まれていますが、介入　
　　　　　　時は必ず複数のスタッフで関わるようにし、行動に伴う他者とのトラブ
　　　　　　ルにも注意し、安全を確保していきましょう。

＜新入院患者様＞

山上　賢一（ヤマガミ　ケンイチ）様　28歳　

主病名：重度知的障害　入院形態：医療保護入院第33条第2項　　

担当医:田名部Dr　精神保健指定医：安ヶ平Dr　

（入院前の経過）

H10年4月、知的障害者更生施設「あかしや寮」へ入所。

入所当初から、情緒面で不穏が認められ、集団行動に馴染めずにいたとの事。

今年になって、不眠、多動、重度精神遅滞による衝動性制御困難、他者の物を盗ろう

とする等の摂食コントロールの異常があり、H19年4月2日、当院初診。

上記症状が続き、粗暴行為も顕著となった為、H19年6月22日、当院受診し、同日9:40、東病棟Aユニット8号室へ入院。

（入院後の経過）

落ち着きの無さが目立ち、多動。ホール内の徘徊を続け、出入り口ドアが開いた際に強引に出て行こうとする事があり、スタッフ数名での制止を要しています。

また、他室侵入や他者の腕を引っ張る等の行動もあり、スタッフ数名での介入を要しています。介入に対し粗暴となる事はありませんが、声掛けにも返答は無く、疎通は不良。

（今後の観察）

他室侵入等がある為、落ち着きの無い行動に伴う周囲とのトラブルに注意して下さい。また、入院前には不眠があったとの事ですので夜間の睡眠状態（睡眠時間、覚醒の有無等）も観ていきましょう。食物への固執行動（盗食等）もある事から食事摂取時には注意が必要です。












